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はじめに



　本機取扱説明書を紛失・破損した場合はコードNo.G57 9003 001で注文ください。

@

［例］MH708B

サービス
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１　安全作業のための心得



点検・整備、または掃除をするときは、交通の危険

がなく、機械が転倒したり動いたりしない平坦で安

定した場所を選び、エンジンを止めてください。

また、誤ってエンジンが始動することのないよう燃

料コックを［閉］にし、完全な停止状態で過熱部分

が十分に冷めていることを確認してからおこなって

ください。

屋内などでエンジンを始動する場合、排気ガスによ

る中毒のおそれがあります。エンジンの始動は、風

通しのよい場所でおこなうようにし、十分に換気を

おこなってください。

移動または作業中には特に子供には十分注意し、近

付けないようにしてください。

移動または作業中には特に子供には十分注意し、近

付けないようにしてください。
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１　安全作業のための心得
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耕うん・管理機 ＋ 安全五憲章
１．道路走行･圃場の出入り･車への積降ろしのときは必ず

　　ロータリの回転を止めます。

２．農場を走行するときは、スピードを落とし路肩に注意します。

３．圃場の出入り・車への積降ろしは上りは前進、下りは

　　後進で行います。

４．バックをするときはスピードをゆるめ背後の障害物に

　　注意します。

５．機体の点検･調整･整備は必ずエンジンを止めてから行います。

　　この機械をお使いになるときは復唱してください。

8MA  0009  000
注 意

8MA  0007  000

エアクリーナーの取り扱い
常に汚れを点検してください。エレメントが目詰まりしますと

チョーク状態になり燃料消費が多くなったり、パワーが弱くなり

エンジントラブルの原因になりますので、汚れがひどくなったら

早めに交換してください。

注
意

運転中はカバーの下に手や足を入れないこと。

刈り刃の点検や交換はエンジンを止めて行うこと。

足　下　危　険

8MA  0517  001

8MA  0505  000

※図はMH708B

8MA  0027  000

6

２　安全標識貼付位置



注

意

安全に作業する為に次のことがらを必ず守って下さい
使用前に取扱説明書を必ず読んで、よく理解して下さい。

刈刃によって飛散する恐れのある小石や木片等の異物は作業前に取除いて下さい。

作業範囲内に人や動物を近寄らせないで下さい。

タレゴム、カバー等の防護装置を取り外したままで作業しないで下さい。

点検、整備や清掃、洗車の際には、必ずエンジンを停止して下さい。

8MA 0515 001

KW56256AA

注意 警告 危険
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン

マフラー高温注意
さわるとやけどを
するおそれがあり
ます。

室内や換気の悪い
所での運転は人体
に有害で危険です。

・給油時エンジン停止
・火災の危険あり。
　給油口に火を近づけ
　ないこと。KW56256AA

排ガスに注意 火  気  厳  禁

注
意

カバーの取り付け、取り外し
は、必ずエンジンを停止して
行うこと。

8MA  0518  000

※図はMH708B

8MA 0028 000
（MH810K）
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［切］

［入］
［停止］

ハンドル上下レバー

親指でノブを押とクラッチが［切］れま
す。
主クラッチレバーと連動します。

レバーを握って、ハンドルの上下位置の
調節をします。
（走行中は調節しないでください。）

ハンドル回動レバー
レバーを握って、ハンドルの左右位置の
調節をします。
（走行中は調節しないでください。）
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３　各部の名称とはたらき
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ゴミ、ホコリを取り除きます。

刈高さ調節ハンドルを回すと、前輪が上
下します。また、付属のピンで前輪の回
転をロックできます。

エンジンの始動及び停止に使います。
（MH810K）

スタータスイッチキー
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ハンドル締付ボルト

ボルト

本機組立ての梱包枠を締付けてあるハン

ドル締付ボルトとハンマーロータの側面

カバーに締付てある左右４本のボルトを

取出してから枠を取外してください。枠

を取外したのちに

付属品のM12×180Ｌボルトと袋ナット

で締付けてください。

付属品M8×16Ｌボルトと取外したナッ

トで、補助カバー部を締付けてください。

SC
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４　運転開始の前の準備と注意



❽

エアクリーナに規定レベルまで入れてく

ださい。使用中、オイルが不足している

ときは、オイルレベルまで補充してくだ

さい。汚れがひどいときには、オイルパ

ン、エレメント共、白灯油で洗浄し、エ

レメントはエンジンオイルに浸し滴下し

ない程度に振り切る、または絞ってくだ

さい。　火気厳禁

各操作レバーが正しく作動するか確認し

てください。

M６ボルト４本を外し、バッテリーカバ

ーを開けて、バッテリー液が液面レベル

の上限と下限の間にあるか確認してくだ

さい。

バッテリー液が少ない場合は補充してく

ださい。　　　　　　　　 （MH810K）

バッテリー液は劇物です。

注意して取扱ってください。

危険
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低速側ベルト　　LA－50

高速側ベルト　　LA－46

刈取駆動ベルト　LC－62

刈取部ベルト　　LA－36×２本

ハンドル上下レバー、ハンドル回動レバ

ーを使い、ハンドル位置を最も操作しや

すい位置に調節してください。

（上下４段、左右５段）

❾
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４　運転開始の前の準備と注意



SAE10Ｗ-30 …… 1.0ℓ

N

変速レバー[Ｎ]

刈取クラッチレバー 主クラッチレバー

[切] [切]
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５　さあ、運転開始です



チョークレバー

[閉]
[開]

[高]

スロットルレバー

停止ボタン
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❸ 燃料コックを［開］いてください。

❹ チョークを［閉］じてください。夏期間
やエンジンが暖かいときは、チョークを
作動させる必要はありません。

［開］

❺ スロットルレバーを［高（Ｈ）］の方に

少し開いてください。

❻ 停止ボタンを押しながら［運転］位置に

します。

５　さあ、運転開始です
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❼ リコイルスタータを圧縮のあるところま

で軽く引き、一端もどしてから勢いよく

引っ張り、エンジンが始動したらチョー

クを徐々に元の位置にもどします。

リコイルスタータを１〜２回操作しても

始動しないとき、そのまま何回も引っ

張っていると、燃料の吸いすぎとなり、

始動が更に困難となりますので、チョー

クを元の位置にもどして、リコイルス

タータを引っ張ってください。

・MH810K
スタータスイッチキーをSTART位置に

まわします。エレクトリックスタータが

まわってエンジンが始動します。始動し

たらスイッチキーから手を離します。

５秒以上連続してスタータをま

わさないでください。この場合

は、約15秒待って再度スタータ

をまわしてください。

セルモータでなくリコイルス

タータで始動する場合にも、

キーをRUN位置にしてくださ

い。

❽ エンジンが始動したら、負荷を掛けずに

エンジンを掛けたまま、５分内外、暖気

運転をしてください。

注意



スロットルレバー
変速レバー

主クラッチレバー

[入]

高速位置

低速位置

[切]

主クラッチレバー

高速位置

低速位置

❷ 変速レバーを［１・２・Ｒ］位置にして

主クラッチレバーを［低速・高速］位置

で、前方へ徐々に入れゆっくり発進しま

す。

❶ 主クラッチレバーを［切］位置にしてく

ださい。
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５　さあ、運転開始です



❸ 主クラッチレバーを［低速・高速］位置

にして、前方へ徐々に入れゆっくり発進

します。
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右操行クラッチレバー

左操行クラッチレバー

18

５　さあ、運転開始です



19

❶ 主クラッチレバーを［切］位置にしてく

ださい。または、ハンドルを握ったまま

マメクラッチレバーを親指で押して主ク

ラッチレバーを［切］ることもできま

す。

❷ 刈取りクラッチレバーを［切］り、変速

レバーを［Ｎ］位置にしてください。

❸ ブレーキレバーを握り、ロックノッチを

押してブレーキを掛けてください。

❹ 停止ボタン（エンジン緊急停止ボタン）

を押して、エンジンを停止してくださ

い。

・MH810K
スタータスイッチキーをOFF位置にし

て停止してください。停止ボタンを押し

て停止した時は必ずスタータスイッチを

OFF位置にしてください。

（バッテリーの消耗に注意）

❺ 坂道や傾斜地では、安全のために車止め

を車輪の前後に置いてください。
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５　さあ、運転開始です

駐車ブレーキ
変速ギヤ［R（バック）］

周囲の安全

車止め

❹ 積込みのときは、ハンマーナイフモアー

の変速レバーを［１］位置にしてくださ

い。

❺ 積降ろしの時は、変速レバーを［Ｒ］の

位置にしてください。

［切］

［低速］



［切］

［切］

［Ｎ］

［低］

［閉］

21

❺ 停止ボタン（エンジン緊急停止ボタン）

を押して、エンジンを停止してくださ

い。

・MH810K
スタータスイッチキーをOFF位置にし

て停止してください。停止ボタンを押し

て停止した時は必ずスタータスイッチを

OFF位置にしてください。

（バッテリーの消耗に注意）



刈刃幅
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６　ハンマーロータ

❸ 刈刃幅は、MH708Bは700㎜、

MH810Kは800㎜となっています。

❹ 
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❺

❻

❼



❾ ハンマーロータの前方には４段階に上下

調節ができる前方カバーが取付けられ

て、刈取った草が飛散することがないよ

うに調節できます。

❷ エンジンを中速程度にして、刈取クラッ

チレバーを半クラッチ位置でローターを

回転させてから、レバーを［入］方向に

倒してください。
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６　ハンマーロータ
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バッテリー液の確認と補充電
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７　作業が終わったら、必ず手入れを



❷ きれいな布で、ゲージに付いている油を
拭き取り、もう１度給油口に差込み油の

量を確かめてください。オイルゲージを

ねじ込まずに点検します。

…1.0ℓ
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７　作業が終わったら、必ず手入れを



グリップ

オイルパン

吸込口

エレメント

オイルパン

オイルレベル

★エアクリーナエレメントやエアクリーナのオイルが汚れていたり、またオ

イルが少なくありませんか。

★エレメントが汚れたまま使用すると、エンジンの出力低下や故障の原因に

なります。

★エアクリーナの吸込口は、ホコリの少ない方向に向けてください。

★エアクリーナの吸込口防塵ネット掃除をしてください。
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❶ 燃料コックを［閉］にしてください。
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７　作業が終わったら、必ず手入れを



❶ エンジンの調子が悪いときには、点火

プラグに原因があることもあります。

プラグを取外し、電極に付着のカーボ

ンを取り除き、紙ヤスリで磨いて、電

極スキマを調整します。

MH708B…NGK　BP5ES

MH810K…NGK　BPR5ES
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［低速］ ［高速］

［切］

［切］

［入］

［入］

［低速］

［高速］
［低速］

❶

❷

❸

❹
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７　作業が終わったら、必ず手入れを



［入］ ［切］

［切］ ［入］

❶

❺

❻

 クラッチワイヤの調節ナットを緩めてく

ださい。アウター受けを回してアウター

の長さを替えて、調節をおこなってくだ

さい。

❷ 操向クラッチレバーの支点のところで、
１～２㎜の遊びがあるように調節してく

ださい。

❸ 調節が終わったら、調節ナットを回して
アウター受けが動かないように閉めてく

ださい。

低速側ベルトLA（SA）-50 1本

高速側ベルトLA（SA）-46 1本
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❶ ハンマーローターベルトカバーを取外し

て下さい。

❷ ベルトの張りが適切でないときは、刈取

クラッチのワイヤーの調節ボルト及び

ロータ駆動ベルトのベルトテンション

プーリの調節ボルト、ナットを緩め、主

クラッチの調整と同様な方法で調整をお

こなってください。

❸ ベルトの摩耗が著しい時や破損している
ときは、ベルトを交換してください。
ローター駆動ベルト LC-62 1本

刈取部ベルト　　　 LA-36 2本

　 調整が終了したら、必ずベルトカバーを
取付けてください。

ハンドルの右側にある刈取クラッチレバーを前方に倒すとベルトクラッチが入り、

手前に引くとクラッチが切れます。この作動が円滑におこなえるように調整してく

ださい。

（７－３）刈取クラッチレバーの調整

34

７　作業が終わったら、必ず手入れを



❶ ロックが不十分なときには、各調節レ

バーのワイヤーの調節ナットを緩め、ア

ウター受けを回してアウター長さを調節

してください。

（７－５）ハンドル上下、回動レバーの調整

（Ｍ６ボルト３本）

ブレーキレバー ロックノッチ

ロックボルト

調節ネジ

ハンドル上下レバーハンドル回動レバー

調節ナット

アウターウケ
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❹ 両面のナイフの切味が低下したときは、

研き直してください。刃先が半分ほど摩

滅したときは、交換する時期です。

❺ ハンマーナイフが破損したり、ナイフが

摩滅したときは、ナイフホルダーのスー

パーロックナットと取付ボルトを取外し、

古いナイフを取外してください。

❻ 新品のナイフをホルダーに取付け、新し

い取付ホルダーにより、ナイフが軽く動

くように締付けてください。次にスーパー

ロックナットを十分に締付けてください。
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７　作業が終わったら、必ず手入れを



ハンマー
ナイフ

ナイフ
取付ボルト

スーパー
ロックナット

MH708B 42 21 21

MH810K 48 24 24
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燃料ドレンパイプ

[引]

[回す]
燃料コック

ＭＨ８１０Ｋ

ドレン

［切］
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８　長期間使用しないときの格納のしかた
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❷ 上部カバーを取外し、点火プラグを外
して、シリンダ内にエンジンオイルを
2 〜 3㏄注入し、クランク軸を数回ま
わして点火プラグを取付け、圧縮のあ
るところで止めてから保存してくださ
い。
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９　機械が不調の場合の対策

［開］

燃料の吸いすぎですので、プラグの湿りを拭き取り、チョー

クを［開］にしてリコイルスタータを１〜２回まわして、吸

いすぎた燃料を排出してください。エアクリーナを清掃して

ください。
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９　機械が不調の場合の対策

［入］



保証書...１

ボルト 12X180L...１
9BT 1218 003
フクロナット M12...１
9NC 1200 063

スパナ 10Ｘ12...１
9TL 1001 200

スパナ 12Ｘ14...１
9TL 1201 400

ボルト M8X16L...４
9BS 0801 603

ボックススパナ...１ 十字ドライバー...１

エンジン取扱説明書...１

工具袋...１
111 1530 001

取扱説明書...１
G57 9003 001

ピン...１
M81 1116 000
Ｒピン...１
9RP 1023 003

ナイフ取付ボルト...１
G57 1463 000

9NP 0800 083
スーパーロックナット...１

ツールドライバー...１

（ＭＨ７０８Ｂ） （ＭＨ８１０Ｋ）
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10　標準付属品



［切］

ハンドル上下、回動レバーによって、簡単にハンドルを上下・左右に調節ができますので、圃場の状

態や作業者の背丈にあわせて、安全に疲労を感ずることなく能率よく作業をおこなうことができます。

走行・作業中ハンドルの上下、左右回動調節はしないでください。
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11　機械の特長と仕様
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点火プラグ

イグニッションコイル

フライホイール

黒

赤 黒 停止ボタン

黒黒

エンジンファンカバー締付ボルトM6

MH708B

MH810K
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12　電気配線図
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